
年金経理は、加入員のみなさんへの年金・一時金などの給付と、その財源と
なる掛金ならびに資産運用に関する経理です。年金経理

業務経理は、基金の運営に関する経理です。業務経理

平成24年3月末時点の資産構成割合

財政検証の結果

年度末の年金純資産額は
17億円になりました

　年金経理の主な収入は、掛金等収入２億 1378 万円、
その他に資産の運用収益 1275 万円がありました。支
出は、年金・一時金の給付費 9037 万円、運用機関へ
の運用報酬 445 万円などがありました。

　年度末純資産（「資産の部」の純資産から「負債の部」
の純資産を差し引いた額）は 17 億 6825 円となりまし
た。今後も、運用機関と十分協議を重ねながら、安全
かつ効率的な資産運用を行ってまいります。

　去る 7月 12日に開催した第 17回代議員会において、

当基金の平成 23年度決算が可決・承認されましたので、お知らせします。

　業務会計は、全額を事業主にご負担いただく事務
費掛金収入を主な財源としており、1404 万円でした。
このほか、受取利息等の収入がありました。

平成23年度
決算報告

財政検証の結果、平成23年度は下表のとおりとなりました。

純資産額① 17 億 6825 万円 平成23年度決算時点の時価資産額

許容繰越不足金② 2 億 6990 万円 定められた算式による繰越不足金の許容額

責任準備金③ 17 億 9934 万円 将来の給付をまかなうために現時点で確保すべき資産額

最低積立基準額④ 19 億 0210 万円 基金が解散したと仮定した場合に現時点で確保すべき額

継続基準（①＋②）／③ 1.13 倍　　　 基金の継続を前提とした検証。最低基準は 1.0 倍

非継続基準（①／④） 0.92 倍　　　 基金の解散を仮定した場合の検証。最低基準は0.9倍

損益計算書 貸借対照表
（平成 23年 4月 1日～平成 24年 3月 31日） 単位：千円 （平成 24年 3月 31日現在） 単位：千円

総合計 226,522

基本金 20,827

数理的評価の変動 109,136

数理債務増加額 49,955
特別掛金収入現価減少額
 59,181

経常支出 96,558

老齢給付金 0

脱退一時金 74,388

遺族給付金 15,985

運用報酬等 4,454

業務委託費 1,731

総合計 226,522

経常収入 226,522

掛金等収入 213,776

保険資産に係る当期運用収益
 12,746

総合計 2,325,827

基本金 51,918

繰越不足金 51,918

資産および負債の数理的評価
 500,214

特別掛金収入現価 
 500,214

純資産 1,773,695

総合計 2,325,827

基本金 20,827

当年度剰余金 20,827

資産および負債の数理的評価
 2,299,550

数理債務 2,299,550

純資産 5,450流動資産 17,537

固定資産 1,756,158

支払備金 5,450

費用の部 収益の部 資産の部 負債の部

当年度剰余金 20,827

事務費 11,715
代議員会費 0
繰入金 0
雑支出 302
当年度剰余金 2,198

計 14,215

●費用の部
事務費掛金収入 14,035
受取利息及び配当収入 180

 
計 14,215

●収益の部

単位：千円●損益計算書 （平成 23年 4月 1日～平成 24年 3月 31日）

流動資産 38,099
固定資産 3,219

計 41,318

●資産の部
基本金 3,219
繰越剰余金 38,099

計 41,318

●負債の部

単位：千円●貸借対照表　（平成 24年 3月 31日現在）

支出には、事務費 1172 万円や雑支出などがありまし
た。今後もムダのない事務執行に努めてまいります。

財政検証の結果をお知らせします

100％を大同生命保険の一般勘定で運用しています。

●継続基準……将来にわたって年金制度を維持できるかどうかを示す基準です。
　　　　　　この基準に抵触した場合は、財政再計算を行う必要があります。

●非継続基準…現時点で年金制度が終了したと仮定して、必要な積立額を確保し
　　　　　　ているかどうかを示す基準です。この基準に抵触した場合は、追
　　　　　　加の掛金を設定する必要がある場合があります。

　　平成23年度決算数値をもとに積立水準の検証を行った結果、
「継続基準」「非継続基準」ともに、基準をクリアいたしました。
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